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(57)【要約】
　　　　　　本発明は、特に動物用ベッドとしての使用
のために設計された、昆虫、特にハエの防除のための基
材に関連し、かつ基材は少なくとも１つの昆虫成長制御
剤（ＩＧＲ）に確定的な好ましい濃度で含浸された吸収
性基材を含み、基材は、好ましくは成長制御剤に加え、
本明細書に明示される量で、皮膜形成物質、非水溶性微
粒子ミネラル材料、有機溶媒、１又は複数の添加物、及
び水を含む製剤に含浸される。本発明は、製剤の含浸に
よって基材を得る方法、及び昆虫防除のための基材の動
物用ベッドとしての利用にも関連する。さらに、動物用
ベッドとして利用された後に肥料と混合された基材によ
って形成される残留物の、バイオソラリゼーションを用
いた安定化及び分解の工程を用いた農地土壌のための有
機改良材としての利用を開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの昆虫成長制御剤に含浸された吸収性基材を含むことを特徴とする、昆
虫防除のための基材。
【請求項２】
　前記昆虫成長制御剤が、ピリプロキシフェン、メトプレン、ヒドロプレン、ジフルベン
ズロン、トリフルムロン、フェノキシカルブ、テブフェノジド、メトキシフェノジド、シ
ロマジン及び前記の組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の昆虫防除の
ための基材。
【請求項３】
　前記昆虫成長制御剤が、ピリプロキシフェン及びシロマジンから選択される、請求項２
に記載の昆虫防除のための基材。
【請求項４】
　前記吸収性基材上の前記昆虫成長制御剤の濃度が、前記吸収性基材の質量に対する、前
記昆虫成長制御剤の質量が１ｍｇ／ｋｇから６０００ｍｇ／ｋｇとの間である、請求項１
から３のいずれか一項に記載の昆虫防除のための基材。
【請求項５】
　０．００５から１０％の間の少なくとも１つの昆虫成長制御剤；
　０から５％の間の少なくとも１つの皮膜形成物質；
　０から１５％の間の少なくとも１つの非水溶性微粒子ミネラル材料；
　０から２５％の間の有機溶媒；
　０．０１から１０％の間の、乳化剤、増粘剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、分散剤、防腐剤、
殺菌剤及び前記の組み合わせからなる群から選択される少なくとも１つの添加物；並びに
　製剤１００質量％を完成するための必要量の水
　を含む製剤に含浸された吸収性基材を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の昆
虫防除のための基材。
【請求項６】
　前記吸収性基材が、経木、わら、木質ペレット、紙、タイマ、アマ、破断ボール紙及び
前記の組み合わせからなる群から選択される、請求項１から５のいずれか一項に記載の昆
虫防除のための基材。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の昆虫防除のための基材を得るための方法であっ
て、前記方法が：製剤の総質量に対して質量パーセントで表される量の：
　０．００５から１０％の間の少なくとも１つの昆虫成長制御剤；
　０から５％の間の少なくとも１つの皮膜形成物質；
　０から１５％の間の少なくとも１つの非水溶性微粒子ミネラル材料；
　０から２５％の間の有機溶媒；
　０．０１から１０％の間の、乳化剤、増粘剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、分散剤、防腐剤、
殺菌剤及び前記の組み合わせからなる群から選択される少なくとも１つの添加物；並びに
　製剤１００質量％を完成するための必要量の水
　を含む製剤を吸収性基材に適用する工程を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記製剤が、前記組成物が含浸される表面への散布、吹付け、噴霧及び接触からなる群
から選択される技術による含浸によって適用される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記昆虫成長制御剤を含む前記製剤に含浸された前記基材が、８％よりも大きい含水量
を有し、及び前記方法が、さらに、前記含浸された吸水性基材を、含浸後に最大含水量値
が１２％を超える場合に、最大含水量値が１２％になるまで乾燥する工程を含む、請求項
７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記昆虫成長制御剤が、ピリプロキシフェン及びシロマジンから選択され、及び適用さ
れる製剤の量が、前記吸収性基材の最終質量に対して２から１０質量％の間である、請求
項７から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記基材に適用される前記製剤が、濃縮形態であり、全製剤の質量に対して以下の成分
を含み：
　１から５０％の間の少なくとも１つの昆虫成長制御剤（ＩＧＲ）；
　０から２５％の間の少なくとも１つの皮膜形成物質；
　０から５０％の間の少なくとも１つの非水溶性微粒子ミネラル材料；
　０から９５％の間の有機溶媒；
　０．０１から１０％の間の、乳化剤、増粘剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、分散剤、防腐剤、
殺菌剤及び前記の組み合わせからなる群から選択される少なくとも１つの添加物、並びに
　製剤１００質量％を完成するために必要な量の水であって、当該量がゼロと等しくても
よい；
　前記濃縮製剤が、前記基材に適用される前に水で希釈される、請求項７から１０のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記吸収性基材が経木であり、及び前記方法がこれらの削りくずの生産を含む、請求項
７から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の昆虫防除のための基材の、動物用ベッドとして
の利用。
【請求項１４】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の、ハエ及び他の昆虫を防除するための基材で形
成された動物用ベッド。
【請求項１５】
　農業肥料の調合のための、請求項１から６のいずれか一項に記載の昆虫防除のための基
材の利用。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は化学分野に含まれ、具体的には家畜レベルにおいて昆虫、好ましくはハエの防
除の領域に含まれる。特に、本発明は、動物用ベッド及び家畜小屋、家畜小屋の一区画（
ｃｕａｄｒａｓ）、飼養場又は動物園のような動物が生活する他の環境における、ハエ及
び他の昆虫の防除のための、基材及び方法を提供する。
　さらに、本発明の基材を家畜小屋の一区画、家畜小屋、飼養場又は動物園における動物
用ベッドとして使用することで生じた残留物は、駆除剤を分解し、かつ続いて農地土壌の
ための肥料及び有機改良材として使用されるという工程によって、変形され得る。したが
って、本発明は、公衆衛生、農業及び家畜衛生の領域に適用可能である。
【背景技術】
【０００２】
　異なる種のハエが存在し、それらのすべては人間及び動物を悩ませ、かつハエは無意識
に病原微生物を伝染させ及び寄生する可能性があるため、彼らの健康に影響を及ぼし得る
。一般的に、ハエの生活環は４つの段階、即ち卵、幼虫、さなぎ及び成虫のハエを包含す
る。様々な現存するハエの種の中でも、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）及
びサシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ）は、最も一般的であり、多産で
かつ家畜分野において最も有害である。
　イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ　Ｌ）は、非常に急速に増殖し得、それに
より動物、例えば牛、馬などが飼育され又は生活する場所における深刻な問題を構成し得
る。ハエは一般的に、卵を、例えば湿った肥料又はばらまかれた食物のような腐敗した有
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機物の上に産みつける。イエバエが非常に急速に（例えば、１ポンドの湿った肥料から１
５００を超える幼虫が生じ得る）、及び急速に（最適条件下では、イエバエの生活環は６
日ほどであり得る）増殖し得ることを考慮すると、ハエの大集団が、動物生育の小面積領
域においてさえも生じ得る。
【０００３】
　サシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ）は、世界中に広くはびこる家畜
害虫である。サシバエは、牛（とりわけ乳牛及び肥育牛）、馬及び豚の小屋のための飼養
場において非常に一般的であるが、それらは人を含めどの温血動物（ロバ、ラバ、羊など
）も攻撃する。それらは、たいてい、動物の脚の上、脇腹の上及び背中の上において発見
される。オス及びメスは１日に２又は３回血を吸い、毎回約５分間吸う。それらが血を吸
わないときは、それらは通常は宿主の外で、宿主の近くの壁又は物体（柱、木、有刺鉄線
、柵）に止まって休息する。各々のメスは、約５００から１０００の卵を腐敗する有機材
料、おそらく植物由来の、即ち腐りかけのわらの俵、サイレージピット、動物用ベッドに
用いられる材料とともに混合された馬又は牛の肥料などの上に産み、かつ滅多に純粋な排
泄物の上に産まない。サシバエの吸血性活動は、昼行性及び屋外吸血性の習性を有し、即
ち、それらは屋外で、野外で、典型的には家畜小屋の付近で刺すが、ハエは室内で刺し、
普通は絶食状況と関連付けられるとして説明されてきた。
　この二つの種のほか、Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ属、Ｌｕｃｉｌｉａ属、Ｃａｌｌｉｐｈｏ
ｒａ属及びＭｕｓｃａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ（ｍｏｓｃａ　ｄｅ　ｌａ　ｃａｒａ）が
特に問題であるＭｕｓｃａ属のハエは、南米でかなり大量に生息するＨａｅｍａｔｏｂｉ
ａ　ｉｒｒｉｔａｎｓのような一定の地理区に位置づけられる他の種に加え、家畜小屋及
び飼養場においてより頻繁に発見され得る。
【０００４】
　上述したように、ハエは、動物間や動物と人間との間で疾患を伝染し及び寄生し得る。
特に、イエバエは１００を超える異なる種類の病原性生物を宿し得る。それらを、６５を
超える人間及び動物の疾患と関連付けた研究がある。さらに、それらは、いくつかの寄生
的な蠕虫の卵及び感染性幼虫を運び得る。より具体的には、ハエは、牛ウイルス性下痢（
ＢＶＤ）、牛伝染性鼻気管炎（ＩＢＲ）を引き起こす牛ヘルペスウイルス（ＢＨＶ－１）
及び牛パラインフルエンザ（ＰＩ３）のような牛のウイルス性疾患を伝染させ得る。ハエ
によって引き起こされる細菌性疾患は、結膜炎、乳腺炎、細菌性下痢、腸チフス、炭疽病
、ビブリオ症、及びいくつかのクロストリジウム病を包含する。ハエは、夏創の形成に関
連した役割を持つことに加えて、馬の疾患、例えばハト熱又は馬伝染性貧血もまた伝染さ
せ得る。
【０００５】
　ハエによる伝染病は、家畜飼養場における深刻な経済問題を引き起こし得る。特に、ハ
エは、牛乳生産の減少をもたらし、経営者の仕事を妨げ、家畜の疾患の頻度を増加させ、
かつ、前述に関連して、獣医にかかる費用を増加させる可能性がある。
　同様に、ハエによる伝染病は、それらが馬及び家畜小屋の一区画の職員の両方の健康に
影響を及ぼし得るため、馬術分野にも深刻な経済的損害を必然的に伴い得る。イエバエの
重度の蔓延は、非常に神経質で動揺しやすい馬のストレスを生み出す。サシバエ（Ｓｔｏ
ｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ　Ｌ．）の場合、上述した問題に加え、このハエ種が
動物及び人間の血を餌にするという事実に関連した、他の問題が生じ得る。したがって、
このハエ種の個体総数の増加が、失血に起因する動物の衰弱化をもたらし得る。さらに、
このハエの種の刺し傷はかなり痛み、かつ、時々、アレルギー反応をもたらし得、よって
このハエ種による伝染病は、例えば観光事業のような他の産業に悪影響を及ぼし得る。さ
らに、Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓは、股関節疾患（ｄｅｌ　ｍａｌ　ｄｅ
　ｌａｓ　ｃａｄｅｒａｓ）又はスーラ病を引き起こすＴｒｙｐａｎｏｓｏｍａ　ｅｖａ
ｎｓｉ及びＴｒｙｐａｎｏｓｏｍａ　ｅｑｕｉｎｕｍのような、様々な原虫をウマに伝染
させ得る。
【０００６】
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　ハエは、動物の様々な部位に潰瘍を引き起こす、皮膚馬胃虫症と呼ばれる疾患を引き起
こす、馬によくみられる胃腸管線虫の属であるＨａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐの、主要な媒
介生物でもある。それらは多くの異なる宿主を襲うため、それらは、口蹄疫ウイルスのよ
うなウイルス性及び細菌性疾患の機械的媒介生物としても機能し得る。
　他方では、動物用ベッドとして使用される材料が素晴らしい隠れ場所及び逃げ場を構成
するため、これらの中で増殖する他の昆虫が存在する。これは、通常ブロイラー（ブロイ
ラー鶏）の飼育室に存在するトコジラミ（Ａｌｐｈｉｔｏｂｉｕｓ　ｄｉａｐｅｒｉｎｕ
ｓ）又は羊、やぎ若しくは肉牛の家畜小屋の一区画及び家畜小屋中の、種々のノミの存在
の事例である。
　したがって、イエバエに加え、昆虫の以下の種の生息地は通常動物環境であり、家畜施
設に存在する。
【表１】

【０００７】
　例えば家畜施設、家畜小屋の一区画、飼養場又は動物園のような、動物が飼育され及び
／又は生活する環境に存在する全ての害虫と戦うため、異なる制御系の組み合わせが最近
使用されている。一般に、この系は、飼育現場の縮小、即ちハエ又は他の昆虫が成長し得
る腐敗した材料（例えば、古い秣、農業残留物、干し草、肥料、ばらまかれた食物）の除
去及び施設の清掃；その伝染病が防除されるべき昆虫の天敵を利用した生物学的制御；及
び／又は化学薬品、を目的とした環境衛生工程を含む。
【０００８】
　化学制御薬品として、殺虫剤はしばしばエアゾール形態、冷噴霧（微小滴）及び噴霧、
動物に対する直接的な自己適用（吹付け及び滴下）のための装置、餌又は罠において利用
される。殺虫剤エアゾールの、昆虫、特にハエが休息のためにやってくる表面、即ち壁、
柱、屋根又は他の構造への適用により、動物が置かれる環境、特に家畜小屋及び／又は家
畜小屋の一区画における昆虫の個体総数を減少させることを可能にする、有毒な表面が生
成される。他の広く用いられる代替案は、殺虫剤化合物を霧、即ち短時間空気中に浮遊し
続ける非常に小さな滴の形態で適用することである。この処置により、成虫のハエのよう
な飛翔昆虫の個体総数を制御することが可能になるが、これはそれらが、処置を適用した
領域を飛翔する間、殺虫剤に接触しながらやってくるためである。どちらの事例において
も、殺虫剤組成物を適用する際には、動物の水及び食物、並びに動物自体を保護すること
が必要である。
【０００９】
　殺幼虫製品、主としてジフルベンズロン、ノバルロン、トリフルムロン及びシロマジン
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のような昆虫成長制御剤（ＩＧＲｓ）の利用は、家畜施設においてよくみられるやり方と
なった。しかし、このような活性剤を吹付け又は振りかけることにより、肥料及び動物用
ベッドに取り込んで、イン・サイチュで適用することは、以下の欠点を有する：
　・清掃中に補充される新しい肥料又は動物用ベッドの材料に対し、毎回処置を繰り返す
必要がある；
　・家畜施設の管理人が、継続して殺菌性産物を操作する；
　・一般的には肥料が存在する領域にのみ適用されるため、動物用ベッドの表面及び体積
の全体に対する適用範囲が、不完全（かつ、したがって不均質）となる。また、ベッドの
表層のみが処置されるため、殺幼虫活性において有効性が低い；
　・未処置の領域に起因して、ノミのような、肥料中に生息しない他の昆虫の幼虫の成長
が可能になる；及び
　・吹付けによる肥料及びベッド材料への豊富な水分の寄与は、動物用ベッド中でのハエ
による産卵及び菌類の増殖へのより高い傾向を必然的に伴う。
【００１０】
　ハエの幼虫を、殺虫剤を動物の餌に取り込むことで除去することも可能である。飲用水
への取り込みは、動物による不規則な量の消費及び動物当たりの適した量を維持すること
の困難性により、あまり満足のいくものではなかった。このような方法は、しばしば、動
物組織又は畜産物中の残留物に係る問題をもたらす。
　最終的に、捕食者及び捕食寄生者（ダニ並びにハエ及びハチ目捕食寄生者の、卵及び幼
虫の捕食性甲虫）の利用からなる生物学的制御方法は、乾燥した肥料において最高の結果
を示した。ひどく湿った肥料においては、捕食者は、効果的に動いてハエの卵及び幼虫を
探し出し及び食い荒らすことができない。昆虫病原性菌類の利用に関しては、それらのハ
エに対する効能は証明されているが、ほとんどの種は成虫に対してのみ有効である。いく
つかの種、例えばＢｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａは、広範囲にわたる活性を有し
（例えば、それは多くの昆虫種に感染し得る）、一方で他の種はより選択的である（例え
ば、Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ及びＰａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆ
ｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓは、フェイスフライ（ｌａ　ｍｏｓｃａ　ｄｅ　ｌａ　ｃａｒａ
）及びノサシバエ（ｌａ　ｍｏｓｃａ　ｄｅｌ　ｃｕｅｒｎｏ）に対してより効果的であ
る）。
【００１１】
　ハエや他の昆虫による伝染病を防除するための、従来の殺虫剤の使用は、いくつかの欠
点を示す。中でも、ハエは使用した殺虫剤に対する耐性を急速に生み出すため、このよう
な化学薬品を選択した場合、異なる種類の殺虫剤間で交替又は循環させる必要があること
に注目すべきである。さらに、最近、食物中の殺虫剤のレベル並びに人間及び動物が曝露
される殺虫剤のレベルの低下を要請する、新たな規制が出された。殺虫剤のトラップ、エ
アゾール又は霧の形での利用を含む方法によって成虫のハエの数を減少させることが可能
ではあるが、長期間にわたってハエの数を許容可能なレベルに保つことはできないため、
得られる結果は限定的である。したがって、動物、特に家畜、馬又は拘束された野生動物
が飼育され及び／又は生活する場所においてハエの成長を阻害する、ハエを防除するため
の改良された方法が要請されている。
【００１２】
　動物が飼育され及び／又は生活する環境におけるハエ又は他の昆虫による伝染病を防除
するためには、動物用ベッドを構成する材料を適切に選択することが有益であり得る。し
たがって、例えば、干し草又はわらの代わりに、吸水性基材としての経木の利用が好まれ
るが、これは干し草又はわらが、尿を吸収しかつ迅速に分解し、動物用ベッドを昆虫、特
にハエの成長に適した場所に転換させるためである。これを避けるため、動物用ベッドの
形成のために干し草又はわらを吸収性の材料又は基材として利用する場合には、使用する
材料を、経木を使用する場合に比べてより頻繁に取り除くことが必要である。
　動物用ベッドを形成する材料又は基材の適した選択は、動物が快適かつ衛生的な環境に
確実にいられるようにすることと関係している。この材料の多数の機能の中には、尿及び
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ガスの吸収、並びに細菌の生育の減退がある。動物用ベッドとして使用され得る吸収性基
材は、経木、木質ペレット、泥炭、干し草若しくはわら、新聞の一片又は、例えば、籾殻
、小麦副産物などのような代替的材料である。すべてのこのような材料は、尿、肥料又は
動物から生み出される任意の種類の廃物によって一度汚染されると、家畜小屋又は家畜小
屋の一区画から取り除かれやすくなり、動物を衛生的な環境で飼育できる。
【００１３】
　最近では、特に家畜小屋、家畜小屋の一区画又は飼養場からの動物用ベッドから、糞便
によって汚染された部分を取り除いて得られた残留物の一部は、作物畑、例えばサトウキ
ビ畑における有機肥料として利用可能である。しかし、現在までのところ、これらの残留
物は、吸収性基材に含まれる排泄物中に存在し得る細菌を除去するための前処置の対象と
されておらず、そしてまた動物環境におけるハエ及び他の昆虫の伝染病を防除するために
、処置後にしぶき若しくは霧として沈着させた殺虫剤、又は土、ベッド及び／又は肥料に
対してイン・サイチュで直接適用した殺幼虫剤でさえ、除去されない。したがって、肥料
としてのこれらの残留物の直接的適用は、公衆衛生の問題及び／又は環境汚染を引き起こ
し得る。
　土壌中の駆除剤の存在は、表面流出水、浸出による地下水及び揮発による大気排出物な
ど様々な環境区画にとっての環境問題である。さらに、このような基材は、土壌微生物、
益虫に影響を及ぼし得、かつ植物への有害な影響を生み出し得る。このような基材の土壌
への大部分の寄与は、農業作物の害虫及び病気との闘いにおける、農場経営者による植物
検疫製品の適用からのものである。
　土壌中の植物検疫製品の動態は、種々の物理的、化学的及び微生物学的過程によって左
右される。特に、吸収／脱離、浸出、化学的及び微生物学的分解、植物による吸収、揮発
、雨、気候因子（湿度及び温度）、日射並びに有機物の含有量の過程である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、特に動物用ベッドとして設計された基材を提供し、当該基材は昆虫、好まし
くはハエの生体リズムを制御することを可能にし、それらの成体期への移行を防止し、か
つ、その結果、動物が飼育され及び／又は生活する環境、特に家畜小屋、家畜小屋の一区
画、飼養場又は動物園並びにそれらの動物によって再生された残留物が貯蓄される場所に
おける、これらの昆虫による伝染病の防除を可能にする。
　さらに具体的には、本発明は、昆虫、好ましくはハエの防除のための基材に関連し、基
材が、少なくとも１つの昆虫成長制御剤（ＩＧＲ）に含浸された吸収性基材を含むことを
特徴とする。したがって、この基材は、前記成長制御剤によって処置された材料である。
「処置された材料又は基材」及び「含浸された材料又は基材」という用語の使用は、本明
細書の範囲内では不明瞭であると考えられ得るが、これは前者が殺生物剤の規制体制の名
称のより好適な範囲に一致し、一方で後者が、生産物が制御剤によって処置される（含浸
される）方法により直接的に言及するために、技術的により容認され及び使用される用語
であるためである。
【００１５】
　したがって、ここに記載する昆虫、好ましくはハエを防除するための基材は、１又は複
数の昆虫成長制御剤（ＩＧＲ）が、吸収性基材の表面に均質に分散されている。このよう
にして、本発明の基材の動物用ベッド吸収性材料としての利用により、家畜小屋の一区画
、飼養場、家畜小屋又は動物園のような、動物が飼育され及び／又は生活する施設におけ
る昆虫、好ましくハエによる伝染病の防除における、高度な、制御された及び再現可能な
有効性を達成し、したがって当技術分野において検出される、肥料及び動物用ベッドに、
イン・サイチュでこれらの活性剤を直接的に適用することに由来する問題を解決すること
が可能となる。
　本発明において、吸収性基材は、動物用ベッドのための吸収性材料として知られるもの
から選択され得る。好ましくは、本発明の、昆虫、好ましくはハエを防除するための基材
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に含まれる吸収性基材（かつこれは製剤に含浸される）は、経木、わら、木質ペレット、
紙、タイマ、アマ、破断ボール紙及び前記の組み合わせからなる群から選択される。より
好ましくは、基材は、経木、特に松材又はトウヒ材から構成される。削りくずは、食用に
適さず、広く適用可能であり、かつ大袋で及びばら積みで販売される。
　ここに記載する昆虫、好ましくはハエを防除するための基材は、少なくとも１つの、当
産業において「ＩＧＲ」としても知られる、昆虫成長制御剤（ＩＧＲ）を取り込む。ＩＧ
Ｒは、天然又は合成の産物であり、節足動物の成長を調節する一定のホルモンに非常に類
似した構造を有する。その効能は、幼虫の成長を妨げ、個体の生殖周期を完了することを
防止することである。これらは節足動物自身の物質に類似した物質であるため、抵抗現象
を引き起こし得ない。
【００１６】
　ＩＧＲの２つの主要な種類を強調することができる。
　第１の種類は、キチン質合成の阻害物質によって構成される。これらの化合物は、脱皮
期におけるキチン質の形成を妨げる。その結果、外骨格の構造を脱皮後に正確に復元する
ことができないため、それらは通常の成長を阻害し、奇形を引き起こす。最も一般的に利
用されるキチン質合成の阻害物質は、ジフルベンズロン、トリフルムロン、ルフェヌロン
、ヘキサフルムロン、ヘキサフルムロン、ノバルロン、クロルフルアズロン、ルフェヌロ
ン、テフルベンズロン及びシロマジンである。この種類の殺虫剤は、主に第１幼生期（Ｌ
１、Ｌ２）において適用された場合に有効である。ほとんどは合成物であるが、Ｐｌｕｍ
ｂａｇｏ　ｃａｐｅｎｓｉｓの根から得られるプルンバギンのような植物由来のものが存
在し、これはキチン質合成を阻害し、かつ様々な鱗翅類害虫への効能が証明されている。
キチン質合成の阻害物質であるＩＧＲの中でも好ましい場合は、トリアジン誘導体の群に
属し、かつ昆虫のキチン質の代謝を妨げるように機能する、シロマジンの場合である。シ
ロマジンは、双翅目の幼虫（中でもイエバエ科、クロバエ科、蚊、ノミ及びいくつかの甲
虫目）に非常に特異的であり、これは、それが他の昆虫の伝染病の寄生生物及び捕食者の
ような、多くの昆虫種及び他の有益な生物を害しないため、有益であり得る。さらに、こ
の事実は、シロマジンの、動物飼料中の飼料添加物として利用されてもなお非常に低い毒
性プロファイルによって、増大する。
【００１７】
　ＩＧＲの第２の種類は、幼若ホルモン及び脱皮ホルモンの類似体及び拮抗体によって構
成される。これらの化合物は、幼若ホルモン及び脱皮ホルモンのレベルを修正し、昆虫の
成長及び成虫期への移行を妨げ、最終的には実際に繁殖することなく死ぬ。したがって、
幼若ホルモン類似体、又はジュベノイドは、成虫の性質の分化を阻害し、かつそれによっ
て幼虫状態を延長させ、生殖能力に影響を与えるため、昆虫の変態を防止する。それらは
、幼虫とさなぎの中間の性質を有する生育不能な個体の出現を引き起こす脱皮を誘引し、
そして繁殖能力及び他の生理的変化の減少を導く摂食の阻害を誘引する、昆虫自身又は人
工的合成によって生産される物質であり得る。さらに、ＪＨ類似体としても言及される幼
若ホルモン類似体は、殺卵効果を有し得る。
　好ましいＪＨ類似体は、ピリプロキシフェン、メトプレン、フェノキシカルブ及び前記
の組み合わせからなる群から選択され得る。
【００１８】
　化合物の第３の群であって、その作用機構が昆虫ホルモン、特にエクジソン又は脱皮ホ
ルモンに影響するものが存在することを付け加えておくべきであろう。これらの化合物は
、ここではもう１つの種類のＩＧＲとみなすが、これは、それらが成長制御剤、エクジソ
ン拮抗体として作用し、かつ鱗翅類に非常に特異的であるためである。これらは、ベンゾ
イルフェニルウレアのように、エクジソンの含有量を増加させないが、組織に直接的に作
用し、即ち、昆虫の成長において、脱皮の準備が整う前に、表皮の未成熟合成を余儀なく
させる。これは、脱皮ホルモン、即ち２０－ヒドロキシ－エクジソンの擬態作用に基づく
、独自の様式の作用である。この活動は、それを、昆虫成長制御剤及び阻害物質から完全
に区別し、即ち、それは、昆虫が幼虫期、Ｌ１～Ｌ４期であるが、生理学的に脱皮の用意
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ができていない時に脱皮過程を進行中にし、それにより幼虫のダブルヘッドカプセル状態
（ｅｌ　ｅｓｔａｄｏ　ｄｅ　ｄｏｕｂｌｅ　ｃａｐｓｕｌａ　ｃｅｆａｌｉｃａ）にお
ける死を引き起こす。処置された幼虫は食物摂取の直後、２～４時間後に摂食をやめ、被
害の発生を止める。その殺卵作用は概して低いが、種ごとに異なる；さらに、産物の適用
が、成虫の生殖能力の低下を引き起こし、繁殖能力を変化させる。好ましいエクジステロ
イドは、テブフェノジド、メトキシフェノジド、ハロフェノジド（ｈａｌｆｅｎｏｃｉｄ
ｅ）又は前記の組み合わせである。
【００１９】
　ここに記載する、昆虫、好ましくはハエを防除するための基材に存在する昆虫成長制御
剤（ＩＧＲ）は、基材とベッドに落とされた動物の糞便との密な接触に起因して、動物の
排泄物に置かれた卵からの通常の生育を阻害する。好ましくは、本発明に有効な前出のす
べての種類の中で、昆虫成長制御剤は、ピリプロキシフェン、メトプレン、ヒドロプレン
、ジフルベンズロン、トリフルムロン、フェノキシカルブ、テブフェノジド、メトキシフ
ェノジド、シロマジン及び前記の組み合わせからなる群から選択される。さらにより好ま
しくは、ＩＧＲはピリプロキシフェンであり、これはごく少量での効能、低い哺乳類への
毒性及び高い土壌中での分解率のためである。その特性及び挙動により、本発明において
好ましいもう１つの昆虫成長制御剤は、シロマジンである。
　ピリプロキシフェンは、広範囲な昆虫成長制御剤であり、ハエ、蚊及びゴキブリのよう
な昆虫の伝染病に対する活性を有する。ＩＧＲは、昆虫に特異的かつ哺乳類に対して非常
に毒性が低い。ピリプロキシフェンは、４つの駆除剤（テメホス、メトプレン及びペルメ
トリンとともに）のうちの１つであり、蚊の伝染病に対する飲料水の処置のために、世界
保健機関によって推奨されている。
【００２０】
　上述したように、ハエ及び他の昆虫は、通常は卵を、例えば家畜小屋及び／又は家畜小
屋の一区画の動物用ベッドに置かれた肥料のような、腐敗中の有機材料に産む。最近では
、家畜小屋及び／又は家畜小屋の一区画における動物用ベッドとして用いられる基材、好
ましくは経木は、交換のため定期的に取り除かれ、かつその除去及び有機肥料としての再
利用の前に、貯蔵される。この間に、肥料に産み落とされた卵が孵化し、かつ他の昆虫の
煩わしい伝染病が生まれる。
　このような欠点に対して、ＩＧＲの含浸により処置された動物用ベッドに用いられる吸
収性基材の生産に伴い、肥料中に存在するハエの卵は影響を受け、特にピリプロキシフェ
ンがＩＧＲとして利用された場合にはハエの幼若期（幼虫及びさなぎ）を超えた成長の防
止が１００％に達することが可能であり、成虫の昆虫の出現を防止することができる。述
べたように、この効果は、活性剤が吹付けなどによりイン・サイチュで基材に適用された
場合は、前の節で述べた理由（適用における同質性の欠如、未処置領域の出現など）によ
り達成することができない。
【００２１】
　本発明の好ましい実施形態においては、吸収性基材に含浸された昆虫成長制御剤、好ま
しくはピリプロキシフェンの濃度は、吸収性基材の質量に対してＩＧＲの質量で表した量
が、１ｍｇ／ｋｇから６０００ｍｇ／ｋｇの間である。この量は基材の最終質量に対して
０．０００１～０．６質量％と同等であり、かつこれらの値が吸収性基材中の有効成分の
濃度を表し、これが基材中のＩＧＲ「充填」として言及され得ると理解されるであろう。
最も好ましくは、吸収性基材中の昆虫成長制御剤の濃度は、１ｍｇ／ｋｇと５００ｍｇ／
ｋｇの間である。さらにより好ましくは、基材の最終質量に対するＩＧＲの質量で表され
る量は、０．００１５％である。
　ここでは、この数値範囲及びここに開示されたものに関して、記載された最小値及び最
大値が本発明の一部として包含されることが示される。
【００２２】
　本発明の特定の実施形態においては、吸収性基材は、製剤の総質量に対する質量で表さ
れる量の：
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　０．００５から１０％の間の少なくとも１つの昆虫成長制御剤（ＩＧＲ）；
　０から５％の間の少なくとも１つの皮膜形成物質；
　０から１５％の間の少なくとも１つの非水溶性微粒子ミネラル材料；
　０から２５％の間の有機溶媒；
　０．０１から１０％の間の、乳化剤、増粘剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、分散剤、防腐剤、
殺菌剤及び前記の組み合わせからなる群から選択される少なくとも１つの添加物；並びに
　製剤１００質量％を完成するための必要量の水
を含む製剤に含浸される。
【００２３】
　本発明の特定の実施形態においては、吸収性基材に含浸された製剤の成分の質的及び量
的な構成は、発明の基材を生産するために使用されるＩＧＲを含む製剤の構成に一致する
が、本発明の基材の生産方法において考えられる乾燥工程の適用の間、又は使用中の周囲
の空気若しくは熱の作用によって、水及び、可能であれば、溶媒のような他の揮発性成分
の含有量を減らすことが可能である。
　好ましくは、少なくとも１つの昆虫成長制御剤（ＩＧＲ）は、製剤の総質量に対して、
０．００１質量％から１０質量％の間の量で製剤中に含まれ、ＩＧＲがピリプロキシフェ
ンである場合には、この量が０．０５％であるのが最も好ましい。論理的に、この値は、
多様であり、かつ組み込まれたＩＧＲの性質に依存する。したがって、シロマジンの好ま
しい場合においても、好ましい濃度は０．０５％から５％の間に含まれ、より好ましくは
０．５％であろう。
【００２４】
　好ましくは、皮膜形成物質は、製剤の総質量に対して０．１質量％と２質量％の間で含
まれ得る。ここに記載する基材に含浸された製剤に含まれる皮膜形成物質は、例えば、酢
酸ビニル単独重合体、アクリル酸単独重合体、又は以下のモノマー、即ちビニルアセテー
ト、アクリル酸、スチレン、バーサティック酸ビニル、エチレン、塩化ビニル及びブタジ
エンから形成される共重合体であり得、中でも、熱可塑性ポリウレタン、天然若しくは改
変されたセルロース、例えばテレビン油、ロジン、若しくはアルキド樹脂などの、天然若
しくは合成の皮膜形成樹脂でもあり得る。好ましくは、皮膜形成物質はビニル共重合体で
ある。
　さらに、ＩＧＲを含む製剤は、中でも、滑石、カオリン、炭酸カルシウム、重晶石、石
膏、ベントナイト、セピオライトのような非水溶性微粒子ミネラル材料を含み得る。好ま
しくは、当該製剤は炭酸カルシウムを含む。好ましくは、この成分は、製剤の総質量に対
して０．１％～５％の質量パーセントで製剤中に存在する。
【００２５】
　同様に、有機溶媒は、好ましくは、製剤の総質量に対して０．１％から５％の間の質量
パーセントで含まれ得る。本発明において好ましく使用され得る溶媒は、炭化水素、アル
コール、エステル、エーテル、ケトン、アミン、脂肪族若しくは芳香族アミドの群に属す
る。
　本発明の好ましい実施形態においては、少なくとも１つのＩＧＲを含む製剤は、１以上
の以下の添加物を、製剤全体の質量％でさらに含み得る：
　乳化剤、好ましくはアルキルベンゼンスルホン酸のカルシウム塩であって、０．１から
１０％の間；
　増粘剤、好ましくはセルロース化合物であって、０．１から２％の間；
　ｐＨ調整剤、好ましくは酢酸緩衝液であって、０．１から１％の間；
　消泡剤、好ましくは鉱油から選択され、０．１から２％の間；
　分散剤、好ましくはポリアクリル酸誘導体であって、０．１から５％；
　防腐剤、好ましくはイソチアゾロンであって、０．１から１％の間；及び／又は
　殺菌剤、好ましくはテブコナゾールであって、０．１から１％の間。
【００２６】
　このような添加物は、吸収性基材への含浸による適用の前及び吸収性基材への含浸によ
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る適用の後の両方において、製剤の安定剤として作用し得、これは、これらの添加物が吸
収性基材に含浸された場合に、それらが製剤の安定性を維持することを意味している。
　さらに、本特許出願は昆虫、特にハエの防除のためのここに記載の基材を得るための方
法に言及し、前記方法が：製剤の総質量に対して質量パーセントで表される量の：
　０．００５と１０％の間の少なくとも１つの昆虫成長制御剤（ＩＧＲ）；
　０から５％の間の少なくとも１つの皮膜形成物質；
　０から１５％の間の少なくとも１つの非水溶性微粒子ミネラル材料；
　０から２５％の間の有機溶媒；
　０．０１から１０％の間の、乳化剤、増粘剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、分散剤、防腐剤、
殺菌剤及び前記の組み合わせからなる群から選択される少なくとも１つの添加物；並びに
　製剤１００質量％を完成するための必要量の水
を含む製剤を吸収性基材に（含浸によって均質に）適用する工程を含むことを特徴とする
。
【００２７】
　本質的な方法においては、前述の製剤は任意の変形として適用され、かつ記載のように
含浸されて最終基材に保持されることが、前述から明らかである。
　しかしながら、本方法の別の代替方法においては、この含浸される製剤は濃縮原材料の
形であり得、これは、この特有の事例においては、本方法は濃縮製剤を水で希釈して使用
量に到達する、即ち含浸による利用の準備を整える前工程を包含し得るような方法で、貯
蔵、包装、流通及び商品化を容易にする。この場合、本方法は、全製剤の質量に対する以
下の成分：
　１から５０％の間の少なくとも１つの昆虫成長制御剤（ＩＧＲ）；
　０から２５％の間の少なくとも１つの皮膜形成物質；
　０から５０％の間の少なくとも１つの非水溶性微粒子ミネラル材料；
　０から９５％の間の有機溶媒；
　０．０１から１０％の間の、乳化剤、増粘剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、分散剤、防腐剤、
殺菌剤及び前記の組み合わせからなる群から選択される少なくとも１つの添加物、並びに
　製剤１００質量％を完成するために必要な量の水であって、当該量がゼロと等しい可能
性がある、
を含む濃縮製剤を、前記製剤を基材に含浸により均質に適用する工程の前に、水で希釈す
る工程を包含し得る。
【００２８】
　したがって、ここでは、ＩＧＲを含有し及び基材に含浸される製剤は水性であり、かつ
場合によってはすぐに使える状態というより、濃縮形式であり得ることが明らかである。
濃縮版においては、１％から５０％の間の濃度のＩＧＲを有し、使用前に水による希釈を
必要とし、これには攪拌槽が用いられ得る。あるいは、濃縮生成物を制御された流動条件
下で水流中に投与し、かつ直接適用のために直列方式で及び槽希釈の必要なしに希釈を行
うことができる。
　上で提供されたデータに基づくと、すぐに使える製剤中のＩＧＲの濃度領域と濃縮製剤
中のＩＧＲの濃度領域の間、即ち１％から１０％の間には重複があることが認められるで
あろう。これは、ここで考察する各ＩＧＲの異なる有効量に起因し、かつそれは本発明の
一部であり得る。このようにして、すぐに使える製剤中で決定された質量パーセントを有
するＩＧＲは、常に濃縮製剤中でより高い濃度を有し、そしてこの濃度は、他のＩＧＲの
それに対して高い又は低い比率であり得ることが明らかである。したがって、ＩＧＲの１
質量％から１０質量％の間では、製剤が含有するＩＧＲに依拠して、製剤を基材上に直接
的に含浸させるか又は希釈することが可能であるといえる。
【００２９】
　好ましい場合では、すぐに使える製剤中のＩＧＲ濃度は、全製剤の、両方の境界を含む
０．００５質量％から１質量％の間であり、ＩＧＲがピリプロキシフェンである場合には
、濃縮製剤中のこのＩＧＲの量は、好ましくは１％から１０％の間である。
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　本発明の好ましい実施形態においては、ＩＧＲを含む製剤は吸収性基材、好ましくは経
木に、以下のいずれかの量で適用され得る：
　・すぐに使用できる製剤の投与量：吸収性基材の質量に対して２～１０質量％
　・濃縮基材の希釈：水による０．５～２０％の希釈及び続く材料上の吸収性基材の２～
１０％の用量の適用
　・すぐに使用できる製剤中のＩＧＲの濃度：０．００５～１０％、好ましくは０．０１
％から２％の間
　・濃縮製剤中のＩＧＲの濃度：１～５０％、好ましくは５％から２５％の間
　・削りくず中のＩＧＲの濃度：１～６０００ｍｇ／ｋｇ又は０．０００１～０．６％、
好ましくは１ｍｇ／ｋｇから５００ｍｇ／ｋｇの間
【００３０】
　この点において、含浸される製剤がＩＧＲとしてピリプロキシフェンを含む場合、最も
好ましい形態では、前記ＩＧＲは、製剤の質量に対して０．０１％から０．１％の間に含
まれる質量パーセントで製剤中に含有され、より好ましくは０．０５％であることに着目
されたい。また、好ましくは、前記製剤の基材への適用用量は、基材（好ましくは経木）
の１５ｍｇ／ｋｇである。シロマジンの場合、含浸溶液中のその濃度は、好ましくは０．
５％であり、かつ基材の１５０ｍｇ／ｋｇの充填を伴う。
　本特許出願中に記載されるＩＧＲに含浸される基材は、吸収機能及び、他方で肥料中の
ハエの発達期の防除機能を可能にする低い含水量レベルを有するに相違ないため、特に馬
及び他の動物のベッドの成分として適しており、「低い」はここでは、８％から１２％の
間に含まれ、この値を決して超えない含水量レベルとして理解されるであろう。したがっ
て、含浸に使用される製剤の量（用量）は、ＩＧＲ（好ましくはピリプロキシフェン又は
シロマジン）中の濃度と同じくらい重要なパラメータであり、それは用量が少ないほど、
最終産物の含水量が少ないためである。
【００３１】
　吸収性基材への製剤の適用は、製剤を含浸された表面への散布、吹付け、噴霧及び接触
からなる群から選択されるいずれかの技術により実行され得る。好ましくは、本発明の方
法においては、製剤は吹付けにより適用される。
　より具体的には、吸収性基材、特に経木の含浸は、種々の手段及びそれらの組み合わせ
により実行され得る。特に、以下の方法のうちいずれかによって行われる：
　・ＩＧＲを含む製剤の、１から２００ミクロンの間の種々の液滴サイズを有する拡散ノ
ズルを介した、ポンプによって補助される吹付け
　・圧縮空気又はポンピングの動作による、ＩＧＲを含む製剤の噴霧
　・ＩＧＲを含む製剤を浸した塗布ローラーとの接触
【００３２】
　このために、含浸システムは、ＩＧＲ、好ましくはピリプロキシフェンを含む製剤の適
用と同時に、種々の手段又はそれらの組み合わせを介した吸収性基材の前進及び移動に基
づくことができる：
　・カーテン形状の流れを２つ以上の部分に分割するディフレクターの作用の有無にかか
わらず、溝を通る重力による吸収性基材の落下；
　・空気圧作用によって吸収性基材を移動させる流動床を通る斜面による前進；
　・傾斜した振動テーブルによる前進；及び／又は
　・吸収性基材の回転及び旋回を伴う、傾斜したトロンメルによる前進；このシステムは
、旋回の結果としての分離及び表面の変化を引き起こす、材料の輸送の安定性及びそれら
の連続的な移動のため、好ましい。
　本特許出願に記載する方法によって得られる、昆虫、好ましくはハエを防除するための
基材においては、有効成分が基材の表面に都合よく分散されるように、ＩＧＲは均質に分
散される。
【００３３】
　ここに記載する生産方法においては、昆虫成長制御剤を含む製剤に含浸された基材が１
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２％よりも大きい含水量を有する場合、方法は、含浸された吸収性基材を、最大含水量の
値が１２％になるまで、即ち１２％を超えず、かつ好ましくは８％から１２％の間となる
ように乾燥させる、付加的な工程を含む。
　含浸された材料（基材）の乾燥は、種々の手段又はそれらの組み合わせにより実行され
得る。特に、これらの手段及びそれらの組み合わせのうちのいずれかが用いられ得る：
　・燃焼装置からの熱気流又は他の手段による空気加熱システムによる、対流乾燥。ある
いは、乾燥にはより低い温度が必要である場合、空気を室温（即ち、２０から３０℃の間
）で用いることが可能である。このシステムは、その産業上の遂行の経済性及び簡素性、
並びに放射性システムに比べて低い温度での使用であり、そのため材料の分解が妨げられ
ることにより好ましい；
　・赤外線バーナー、電気抵抗又は赤外線を用いた放射性乾燥。
【００３４】
　吸収性基材、好ましくは経木中の、ＩＧＲの含浸におけるより高い均質性を得るため、
以下のシステム又はそれらの組み合わせのうちいずれかが使用され得る：
　・微細液滴で吹付けられたＩＧＲを含む製剤をあわせた、チャンバー内での空気圧作用
による吸収性基材の懸濁。さらに、移動は搬送テーブルの偏心的振動によって助長される
；
　・流れを分割するディフレクターの存在を伴う、高いところからの溝を通る吸収性基材
の落下及び少なくとも１つのＩＧＲを含む製剤の数カ所からの吹付け；
　・チャンバー内のオーガを用いた吸収性基材の攪拌及び前進、並びにそれに沿った製剤
の連続的な吹付け；
　・ベルトコンベアー表面のコームを用いた吸収性基材の旋回、及びそれに沿った製剤の
連続的な吹付け；
　・回転による吸収性基材の旋回及びシリンダー内部の材料の前進。このシステムは、そ
れが達成する分解効果及び代謝回転速度により、好ましいと考えられる。
【００３５】
　他の好ましい実施形態においては、吸収性基材は経木であり、かつ昆虫防除のための基
材の生産方法はこのような削りくずの生産も含む。一般的に、経木を生産するための生産
方法は以下の工程を含み得る：
　ａ）０．５から２ｍｍに含まれる厚さを有する木質薄片を形成するための、木材、好ま
しくは松材又はトウヒ材の丸太の、切断及び表面の切削；
　ｂ）含水量を減少させるための、好ましくは最大含水量が削りくずの総質量に対して１
２質量％になるまでの乾燥、例えば熱風乾燥機中での乾燥；
　ｃ）ちり及び微粒子を除去するための精製；及び
　ｄ）包装、例えば大袋に入れる又はばら積みにすること。
　工程ｃ）における精製は、例えば、サイクロン及びふるいによって実行することができ
る。この工程で分離された微粒子は、薄片の乾燥の工程ｂ）において乾燥機に熱風を与え
る、バイオマスバーナーにおける燃料として利用できる。
　あるいは、この工程は、低品質製品の場合には、削りくずを得るこのプロセスは、木材
の切断及び包装に減らすことができる。
【００３６】
　好ましい実施形態においては、昆虫、好ましくはハエの防除のための基材を得るために
用いられる、本特許出願に記載される木材、好ましくは松材又はトウヒ材は、削りくずの
総質量に対して８質量％から１２質量％の間の含水量を有する。
　ここに記載される昆虫、好ましくはハエの防除のための基材においては、ＩＧＲは、削
りくずの生産のための生産方法の任意の工程、好ましくはふるいによる精製の後において
、削りくずに固定され得る。このようにして、最終的な吸収性基材のみを処置し、かつ精
製工程の前に製剤が削りくずに適用された場合に生じ得る、不純物（ちり及び微粒子）の
燃焼中の大気放出の発生を防ぐ。
　含浸操作は、工程（図１を参照）に含浸ユニットを挿入することによって、通常の経木
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の生産と一致して実施することが好ましいが、すでに完了した削りくずを用いて、使用す
る生産方法から分離された手段で実施することもできる。生産ライン自体にこの工程を含
めることは、工程及び操作の簡単さの点で利点を提供する。
【００３７】
　本発明は、本特許出願に記載の生産方法によって得られる、昆虫、好ましくはハエの防
除のための基材に関係する。この基材は、ＩＧＲ及び含浸用製剤中に存在し得る他の成分
の両方の、特に均質な分散を有するため、それらは、動物が生活し又は飼育される環境に
おける昆虫、好ましくはハエの伝染病を防除する場合に、特に有利である。
　さらに、本発明は、ここでは動物用ベッドとして記載される、昆虫、好ましくはハエの
防除のための基材の利用に言及する。特に、馬、牛、羊、豚、ヤギ及び他の拘束された野
生動物のような種、好ましくは馬のためである。好ましくは、本発明のハエの防除のため
の基材は、家畜小屋の一区画及び家畜小屋における動物用ベッドとして用いられる。
　動物用ベッドに用いられる基材のこの処置は、ハエ及び他の昆虫の、ベッドに存在する
動物の排泄物に産み付けられた卵からの通常の成長を阻害する。
【００３８】
　さらに、本発明は、ここに記載のハエ及び他の昆虫を防除するための基材により形成さ
れる動物用ベッドに関連する。好ましくは、基材がピリプロキシフェンに含浸された経木
を含む場合には、ピリプロキシフェンは１から１００ｍｇ／ｋｇの間に含まれる濃度で存
在し、及び均質かつ一様に経木中に分散される。
　本発明は、本特許出願に記載のハエ及び他の昆虫の防除のための基材を、動物が置かれ
る場所、好ましくは家畜小屋の一区画、家畜小屋及び飼養場に置くことを含む、動物用ベ
ッドを得る方法にも関連する。本発明の好ましい実施形態においては、本方法は、ここに
記載のように、基材、特に経木及びピリプロキシフェンを含む基材の生産も含む。
　近年、汚染物質中の微生物の分解作用から汚染された土壌を汚染除去するための、いく
つかの技術が開発されてきた。植物検疫製品によって汚染された土壌のバイオレメディエ
ーションのこれらの技術のうち、土壌中のこれらの組成物の分解の促進が、ほとんどの事
例において達成されているため、ソラリゼーション及びバイオソラリゼーションが際立っ
ている（Ｓｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｄｉｓｓｉｐａｔｉｏｎ
　ｏｆ　ｃａｒｂｅｎｄａｚｉｍ　（ＭＢＣ）　ｉｎ　ｓｏｉｌ，　Ｙａｒｄｅｎ　ｅｔ
　ａｌ．，　Ｓｏｉｌ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　Ｂｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ．２１（１
９８９）８５７－８６１）。
【００３９】
　土壌ソラリゼーションは、最初、広範囲の菌類、線虫、寄生性の顕花植物（雑草）又は
節足動物の害虫、細菌病、病気の複合体、虚弱状態に関連する微生物及び他の有害な生物
的又は非生物的病原体に対して、土壌を消毒する手段として記載された。これらのすべて
の結果として、農地でのソラリゼーション技術の適用は、収穫量を増加させ、かつ作物の
品質を向上させることを可能にする。
　しかしながら、土壌消毒のためのソラリゼーション工程はいくつかの問題を伴い、特に
、処置中心（より高い温度）と覆われた表面の縁の外側部分（通常の温度）との間に温度
勾配が存在し、これは縁から１メートルから境界まで、温度が次第に降下することを意味
している。この辺縁帯においては、回避すべき効能の損失が存在する。縁からのガスの漏
出は、効能の欠乏も引き起こし得る。
　土壌消毒のためのソラリゼーション工程を改善するための、肥料又はアブラナ属の残骸
（農業残留物）の寄与もまた記載されている。このバイオソラリゼーションと呼ばれる技
術においては、有機物の生物学的分解で生産される揮発性物質は、植物病原菌の防除に効
果を有する。最終的に、バイオソライズした肥料が農業土壌に寄与する土壌中の有機物量
の増加は、その肥沃性の増加、その構造の改善及び塩分問題の減少に変化する。
【００４０】
　結果は、バイオソラリゼーションにおける有機改良材の使用により、殺虫剤ピリミカー
ブ剤及びピリプロキシフェン（Ｒａｔｅ　ｏｆ　ｌｏｓｓ　ｏｆ　ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄ
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ｅｓ　ｄｕｒｉｎｇ　ｓｏｉｌ　ｓｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｓｏｉｌ　ｂｉｏ
ｓｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ．Ｊｏｓｅ　Ｆｅｎｏｌｌ，Ｅｎｃａｒｎａｃｉｏｎ　Ｒｕｉ
ｚ，Ｐｉｌａｒ　Ｈｅｌｌｉｎ，Ｃａｒｍｅｎ　Ｍ．　Ｍａｒｔｉｎｅｚ，Ｐｉｌａｒ　
Ｆｌｏｒｅｓ．Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｈａｚａｒｄｏｕｓ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　１８
５（２０１１）６３４－６３８）、及びいくつかの殺菌剤（Ｓｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ　
ａｎｄ　ｂｉｏｓｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ　ｅｎｈａｎｃｅ　ｆｕｎｇｉｃｉｄｅ　ｄｉ
ｓｓｉｐａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｓｏｉｌ．Ｊｏｓｅ　Ｆｅｎｏｌｌ，Ｅｎｃａｒｎ
ａｃｉｏｎ　Ｒｕｉｚ，Ｐｉｌａｒ　Ｈｅｌｌｉｎ，Ｓｉｍｏｎ　Ｎａｖａｒｒｏ，Ｐｉ
ｌａｒ　Ｆｌｏｒｅｓ．Ｃｈｅｍｏｓｐｈｅｒｅ　７９（２０１０）２１６－２２０）の
土壌中での分解工程がさらに促進されることを可能にすることを示している。
【００４１】
　上記に関連して、本特許出願は、家畜小屋の一区画、飼養場又は家畜小屋から除去され
た肥料とともに、（保護の対象として上述した）ベッドの基材のバイオソラリゼーション
の後期に言及する。本質的には、それは前記基材を屋外の囲いの中に蓄積し、かつ日射が
当たった時に有効成分、好ましくはピリプロキシフェンの変質を引き起こす内部の温度の
急激な上昇があることを確実にするために、透明なプラスチックシートを置くことからな
り、そのため基材と肥料の混合物は、農作物及び土壌への危険を伴わずに、その後の農業
施肥の仕事に完全に使用することができる。
　この回復プロセスは、材料中で最適温度条件の誘導を達成するために、処置されるべき
残留物の事前の灌水及び、その後の、好ましくは４０から６０％の間の十分な湿気を供給
するための透明なプラスチックの配置を包含し得る。この種類のプラスチックは、好まし
くは厚さが２５から１００ミクロンの低密度のポリエチレンシートである。このシートは
、その価格、張力に対する抵抗及び放射に対する透明性により、好ましい。
【００４２】
　この回復プロセスは、本発明においては、肥料と、有機物の安定化、病原体及び寄生生
物の除去、並びに最終的には残留物が含有する駆除剤の分解の目的のために昆虫を防除す
るための関心のある吸収性基材と、の混合物に直接的に適用される。温度の上昇及び微生
物の豊富な濃度は、分解プロセス及びそれらの性能を促進する。このようにして、肥料及
び本発明の昆虫防除のための基材残留物は、公衆衛生問題及び／又は環境汚染を引き起こ
すことなく、肥料又は有機改良材に変換され得る。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明のハエ防除のための、吸収性基材として経木を含む基材の生産方法を描写
する概略図であり、かつ方法はさらに丸太からの経木の生産を含む。この概略図は、図１
ａ及び図１ｂの２つの図に細分され、第１の図は木材の表面切断及びその後の削りくずの
乾燥、並びにその後の精製を包含する方法の一部を具体的に示し、一方で第２の図は製剤
の含浸並びにその後の処置及び包装の工程の連続を説明している。　このように、ここに
記載のＩＧＲに含浸された経木を生産するための生産方法の、特に好ましい実施形態にお
いては、木材丸太が粉砕機（１）を通過し、そこでは木材の微細薄片（削りくず）を制御
された工程で得るために、丸太の表面切断及び切削が、制御された方法で行われ、経木が
乾燥ゾーン（２）を通過し、かつその後それらはサイクロン（３）及びふるい（４）を通
過するふるい分けによる精製工程の対象となる。含浸ゾーン（５）はふるい（４）の出口
に配置され、このゾーンはＩＧＲを含む製剤のタンク（６）を含み、製剤をタンクから含
浸システムに適用するためのシステムであり、含浸システムは、空気圧作用により経木を
動かす流動床を用いて斜面上を前進させる工程（５ａ）、拡散ノズルを通してＩＧＲを含
む製剤を吹付ける工程（５ｂ）又はシリンダーの回転により材料を前進させ及びひっくり
返す工程並びにＩＧＲを含む製剤を吹付ける工程（５ｃ）によることができる。３つの選
択肢のうちのいずれにおいても、ＩＧＲを含む製剤はタンク（６）から供給される。その
後、少なくとも１つの昆虫成長制御剤を含む製剤に含浸された削りくずは、包装エリア（
７）に運ばれ、そこではそれらが所望の大きさで大袋に包装され又はばら積みで貯蔵され
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、かつトラック（８）又は他の任意の輸送系によって流通される。
【図２】ハエを防除するための、馬用ベッドとしての基材の利用、及びその後の、動物用
ベッドを修復するためのバイオソラリゼーション工程における、排泄物を有する基材の収
集を示す概略図である。本概略図は図２ａ及び図２ｂの２つの図に細分される。第１の図
は、その分散及び貯蔵並びにその動物用ベッドとしての家畜小屋への取り込み、即ちその
利用を包含する方法の一部を具体的に示している。続いて、第２の図は、どのようにこの
ベッドが、その利用後に、バイオソラリゼーション処理のために家畜小屋から残留物とし
て取り出されるかを説明している。　本発明の特に好ましい実施形態においては、ＩＧＲ
に含浸された経木は、トラック（８）又は他の任意の輸送手段によって、その利用まで貯
蔵エリア（９）に流通される。好ましい適用のうちの１つでは、本発明のＩＧＲに含浸さ
れた経木は、家畜小屋（１０）に取り込まれ、馬のための動物用ベッド（１２）として貯
蔵所（１１）に置かれる。一定の期間の後、貯蔵所は清掃され、かつ貯蔵所から取り除か
れた、馬の排泄物及び削りくずから形成される残留物はタンク（１４）に貯蔵される。そ
の後、この残留物はバイオソラリゼーション工程（１５）の対象となり、それにより削り
くず中のＩＧＲ及び有機物中に存在し得る微生物の両方が取り除かれる。最終的には、処
理された残留物はバイオソラリゼーション堆積物から取り出され（１６）、かつ農業作物
中の有機肥料として使用される（１７）。
【図３】試験１に記載の表１に詳述する製剤で含浸された経木における、Ｍ．ｄｏｍｅｓ
ｔｉｃａのさなぎの死亡率結果を示すグラフである。
【図４】試験２に記載の表３に詳述するピリプロキシフェン製剤で含浸された経木におけ
る、Ｍ．ｄｏｍｅｓｔｉｃａのさなぎの死亡率結果を示すグラフである。
【図５】試験３に記載の表５に詳述するピリプロキシフェン製剤で含浸された経木におけ
る、Ｍ．ｄｏｍｅｓｔｉｃａのさなぎの死亡率結果を示すグラフである。
【図６】試験４に記載の表７に詳述するピリプロキシフェン製剤で含浸された経木におけ
る、Ｍ．ｄｏｍｅｓｔｉｃａのさなぎの死亡率結果を示すグラフである。
【図７】試験５に記載の表９に詳述するシロマジン製剤で含浸された経木における、Ｍ．
ｄｏｍｅｓｔｉｃａのさなぎの死亡率結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
実施例
　第一に、４つの実験を、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ，Ｌ．）の幼虫及
びさなぎに対するＩＧＲに含浸された松材経木の、異なる調合の効能を定量的に評価する
ことを目的として、記載する。第１の試験を、得られた基材の効能を実証し、及び有効成
分（ＩＧＲ）としてピリプロキシフェンを選択するために用い、一方で第２の試験を、第
１の試験と同様に、ウサギの肥料上で実行し、一定の種類の含浸製剤の選択並びに最も適
した濃度及び用量のプロファイルが可能となった。第２の試験の結果を、馬の肥料上での
第３の試験によって確証した。第４でかつ最終の試験において、それを含浸製剤中のピリ
プロキシフェンの最適濃度条件（製剤の質量に対して０．０５質量％）及び適用用量（１
キログラムの経木当たり１５ｍｇのピリプロキシフェン）を決定するために用いた。得ら
れた結果が、試験した製品のための処置の効能及び用量とともに、ピリプロキシフェンが
最も効果的であり、非常に少ない用量であっても活性を有することを証明した。
　第二に、試験を、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ，Ｌ．）の幼虫及びさな
ぎに対するシロマジンに含浸された松材経木の、異なる調合の効能を評価することを目的
として、記載する。
【００４５】
材料及び方法
　含浸に使用した吸収性基材は、「グレート・ノーザン（Ｇｒｅａｔ　Ｎｏｒｔｈｅｒｎ
）」松材経木であり、これは馬用のベッドとして最もよく使用されている。
　効能の調査のため、削りくずの含浸のための製剤の適用を、容器とスプレーガンを用い
て手動で実行した。含浸の均一性を確実にするために、スプレーによる吹付を、削りくず
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　ピリプロキシフェンを用いた最初の２つの試験においては、有機材料としては、より手
に入りやすく、かつハエの幼虫が重度に蔓延することから、ウサギの肥料を用いた。ピリ
プロキシフェンを用いた第３及び第４の試験並びにシロマジンを用いて実施した試験にお
いては、製品の適用の主要な対象であることから、馬の肥料を用いた。両方の場合におい
て、ハエの幼虫が重度に蔓延している肥料を選択して、試験ごとにハエの適当な幼虫数を
得た。
　効能の試験を行うために、削りくず／肥料の混合物を、３０／７０の比率で異なるトレ
イに配置し、１１７ｇの肥料当たり５０ｇの削りくずを付加し、過剰な混合が幼虫と処置
された削りくずとの接触を促進し得るため、両方の材料を過剰に混合しないようにした。
トレイを、成虫への羽化に対する予防策として、網で覆った。
【００４６】
　小規模での貯蔵状態の再現を意図して、馬のいる施設において削りくずを肥料とともに
ＩＧＲで含浸し、トレイを、野外に、日陰の期間と日照の期間が交互となるような自然条
件下で保管した。
　ピリプロキシフェンベッドの試験の場合には、５日間の曝露（幼虫にとって、さなぎ期
を通過するには十分な時間）の後、さなぎを網で覆われたプラスチックカップに分け、そ
して成虫への羽化が期待された。成虫に羽化したら、生存不能のさなぎ及び羽化した成虫
（健康かつ欠陥がある）の数を、各場合において死亡率のパーセンテージを算出するため
に数えた。
　シロマジンを用いた試験の場合、５日間の曝露の後、さなぎと死んだ幼虫を分けた。続
いて、成虫に羽化したら、死んだ幼虫及び生存不能のさなぎ及び羽化した成虫（健康かつ
欠陥がある）の数を、各場合において死亡率のパーセンテージを算出するために数えた。
【００４７】
結果
　試験１．４つの異なる製剤を、以下の表（表１）に明らかにされる状態で試験した。こ
のため、４つの製剤を調合した：
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【表２】

【００４８】
　さらに、経木を有しない対照（Ｃ）及び未処置の経木を有するもの（１）を試験した。
この第１の試験で得られた、表１で詳述した製剤で含浸された経木を伴うＭ．ｄｏｍｅｓ
ｔｉｃａのさなぎの死亡率の結果を、表２及び図３に示す。

【表３】

　さらに、この第１の試験の結果が、ピリプロキシフェンを製剤の活性のある昆虫成長制
御剤（ＩＧＲ）として選択するのに役立ったが、これはジフルベンズロン（製剤１及び４
）の死亡率の結果は良いが、ピリプロキシフェンを含有する製剤（製剤２及び３）の死亡
率の結果ほど良くはないためである。
　唯一の非液体製剤（製剤４）が最も悪い死亡率の結果を示し、これはおそらくその比較
的低い分散能力及び基材（経木）への固着能力によるということに、注目すべきである。
【００４９】
　試験２．ウサギの肥料上のピリプロキシフェンを有する製剤
　含浸のために調合した製剤は、異なる濃度のピリプロキシフェンを有する水性分散液及
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び水性乳濁液であった（表３）：
【表４】

【００５０】
　試験１と同様に、削りくずを有しない肥料を用いて対照を実行した（Ｃ）。ウサギの肥
料中の、表３に記載のピリプロキシフェン製剤で含浸された経木におけるＭ．ｄｏｍｅｓ
ｔｉｃａのさなぎの死亡率の結果を、以下の表（表４）及び図４に示す。
【表５】

　得られた結果は、経木の含浸に使用したすべての製剤についての、高い効能を示した。
最高の結果（１００％死亡率）は、製剤３、４、５及び６によって生み出された。
　これらの結果を考慮して、より低濃度のピリプロキシフェンを有する製剤により含浸す
ること及び馬の肥料により、実験を繰り返すことを決定した。
【００５１】
　試験３．トレイを、ピリプロキシフェンを有する２つの製剤（下の表５を参照）に含浸
された経木とともに用意し、かつ馬の肥料に適用した。
　さらに、トレイを未処置の経木とともに用意し、これを対照群（Ｃ）として利用した。
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【表６】

【００５２】
　馬の肥料中の、ピリプロキシフェン製剤に含浸された経木におけるＭ．ｄｏｍｅｓｔｉ
ｃａのさなぎの死亡率の結果を、以下の表（表６）及び図５に示す。

【表７】

　さらに、２つのピリプロキシフェン製剤、０．２％及び０．１％（表６）の両方を調合
した２つの基材については、１００％死亡率が得られた。
【００５３】
　試験４：結果を考慮して、最終試験を、これまでに試験したものよりも低濃度のピリプ
ロキシフェン溶液で含浸された基材の効能を評価するために準備し（０．０５％及び０．
０１％）、ＩＧＲの濃度及び適用用量を最適条件にするために、それらをいくつかの用量
（３％及び６％）で適用した。そのために、表７に明示する製剤で含浸した基材を評価し
た：
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【表８】

【００５４】
　試験４の製剤５は、組成物の総質量に対して質量パーセントで表される量の：

を含む。
　この調査において試験した残りの製剤は、組成物の総質量に対して質量パーセントで表
される量の：

を含む。
　付加的な添加物は、界面活性剤、（水以外の）溶媒及び製剤に安定性を与える防腐剤で
ある。
【００５５】
　馬の肥料中の、表７に示すピリプロキシフェン製剤に含浸した経木におけるＭ．ｄｏｍ
ｅｓｔｉｃａのさなぎの死亡率の結果を、表８及び図６に示す。
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【表９】

　得られた結果は、ピリプロキシフェンの、ごく少量での殺さなぎ剤（ｐｕｐｉｃｉｄａ
）としての高い効能を証明している。経木１Ｋｇ当たりのピリプロキシフェンの量が最も
少ない（６ｍｇ／Ｋｇ）製剤ｎｏ．３でさえ、効能は非常に高かった（９５．５％）。
【００５６】
　試験５．シロマジンを有する４つの異なる製剤を馬の肥料上で試験した（表９）：
【表１０】

【００５７】
　さらに、経木を有しない対照製剤（Ｃ）及び未処置の経木対照製品（０）を試験した。
　本試験で得られた、表９に詳述する製剤に含浸された経木におけるＭ．ｄｏｍｅｓｔｉ
ｃａのさなぎの死亡率の結果を、表１０及び図７に示す。
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【表１１】

　結果は、シロマジンに含浸された削りくずの効能を実証し、かつ、さらに、含浸される
製剤の適した濃度及び製剤の推奨される適用用量の選択が可能となった。
【００５８】
　製剤１で処理された経木が最も効果的な製品（１００％死亡率）であったが、製剤２及
び３もまた、製剤１に対してそれぞれ４分の１及び半分の充填量で高い死亡率（それぞれ
９８．４％及び９９．３％）を得た。したがって、その費用／効能の比はずっと良い。
　製剤４に含浸される経木は高い効能結果を得たが、比較的に、他の製剤の高い死亡率パ
ーセントに達せず、これは、この場合には削りくず１キログラム当たりの有効充填量が非
常に低いことを示す。
　要するに、この試験は、ＩＧＲ剤がシロマジンである場合の、最終製品の効能を実証す
ることを可能にし、本発明の目的である動物用ベッド中のイエバエ防除のための、有効な
選択肢を構成した。それは、溶液の濃度（０．５％　シロマジン）及び用量（１５０ｍｇ
／経木ｋｇ）の選択も可能にした。非常に低濃度の有効成分（シロマジン）及び非常に小
さい製品用量を有する製剤は、肥料におけるＭ．ｄｏｍｅｓｔｉｃａの未成熟段階の適切
な防除を及ぼすのに十分である。
【００５９】
　５つの試験の実行を終えて、いくつかの結論を導くことができる：
　－　ＩＧＲに含浸された基材は、肥料中のハエの防除のための効果的な手段であること
が示された；
　－　使用したＩＧＲ（ピリプロキシフェン、ジフルベンズロン及びシロマジン）は非常
に小さい用量で効能を示し、ピリプロキシフェン及びシロマジンが最も高い死亡率パーセ
ンテージを有する；
　－　１５ｍｇ／ｋｇのピリプロキシフェン及びさらに６ｍｇ／ｋｇ、又は１５０ｍｇ／
ｋｇのシロマジンの充填量を有する基材は、イエバエのさなぎの防除において高い効能を
示した；
　－　含浸に適切な製剤を選択する場合には、効能に加えた他の要因を考慮する必要があ
る。
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